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副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
──13世紀『散文トリスタン物語』のばあい──
伊 藤 了 子
は じ め に
COM（com, con, conme, come, comme）に関しては伊藤（2008）で概観し
たが，COM が副詞の ensi, ausi, si, tant や形容詞 tel 等と共起する場合は扱
わなかった。実際には我々のテキストの中では ains gist illuec ausi conme
mors ; , tout en tel maniere conme une beste forsenee. ; et fu cele aventure
tele conme vous orrés. 等々が示すように，感嘆文や疑問副詞以外では，COM
は上記のような副詞を伴っていることが多い。本稿では ausi, ensi, si と
COM が共起する場合の各副詞の働きについて考察する。この 3つに限る理由
は以下の 2つである。まず，ausi, ensi ともに綴りに si を含んでいて（1），si
が ensi のようにも ausi のようにも使われていると思われる例が多くあるこ
と。次に Godefroy が指摘しているように ensi と ausi との間にも混同の痕跡
があること。つまり，これら 3つは密接な関係があるといえる。量副詞の tant
は si と競合する用法もある（2）が，そして ensi と同義と考えられる en tel ma-
niere/guise は使用頻度も高いが，問題を単純化するために今回は考察対象か
ら除外する。





副詞の ENSI, AUSI, SI はそれぞれかかるものが微妙に異なる。機能に関
しては，結論からいうと ENSI と AUSI はお互い異なるが，SI は ENSI と
も，AUSI とも競合する。つまり SI は現代語より使用域が広い。以下，
ENSI, AUSI, SI の順にそれぞれの言語事象を確認しながら，機能を考える。
ENSI は事行（あるいは動詞を中心にした述部）にかかる。意味は de cette
manière, de cette sorte（Godefroy）「こんな風に」で，前方あるいは（前方に
なければ）後方を照応する（3）。つまり，ENSI は照応機能を持ち，事行の展開
のしかた（方法・様態）を表すという特色を持つ。
（1） Ensi vait d’amours, sire cevaliers!「愛はこのように進行する」（非人
称構文）前方照応
（2） Donc brise le seel et oeuvre les letres et trueve qu’eles disoient






（3） ele conmence a plourer mout tenrement et ausi font li esquier.
2つの主体間（ele と li esquier）に共通の事行：「泣く」。
（4） puis met maintenant la main a l’espee et court sus a ciaus qui
devant lui estoient, et cil refont ausi a lui.「Galaad は ciaus qui
devant lui estoient に」と「cil は lui に」の間の共通点は，事行の
「（相手に向かって）馬を走らせる」こと。
このように ENSI と AUSI は用法が明らかに異なっている。
SI は大きく次のふたつに分けることができる。①SI adv. が事行（述部）
５６ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
に直接かかり ainsi, de cette manière の意味を表す（Godefroy）。つまり ENSI
と同じく，照応の働きを持ち，事行の展開のしかた（方法・様態）を表す。②
量副詞（adv. de quantité，＝tellement）に分類される（Greimas）もので，
形容詞や副詞にかかる。com も que も従えない「si＋形容詞（＋名詞）」の例
は非常に少ないが，「si＋副詞」はときにみられる。
①の SI は faire と共起することが多いが，必ずしも前言を翻す肯定・強調
の固定的表現（5）とは限らない。
（5） Li rois, ses peres，（. . .），em pleure et fait doel merveilleus. Si fait
Yseut as Blances Mains.「白き手のイズーもそうする（嘆き悲しむ）」
前方照応
少数ではあるが，faire 以外の例も確実に存在する。
（6） mesire Tristrans l’a mort et mis a doeil ; mesire Tristrans si l’a
honni du tout. 前方照応「このように辱めた」
（7） Signeur chevalier, fait mesire Yvains, savés vous ore pour coi me-




このように述部に直接かかる SI の用法は，La Fontaine あたりまでは見られ
る。
②の量副詞 SI は（8）では前方を照応している。
（8） Chil a la Cote Mautaillie se haste mout forment de cevauchier, car
ja vauroit avoir ataint Lanselot. Mout li tarde durement que il le
voie. Et la damoisele, ki voit k’il se haste si tost de cevauchier, li
demande :
（9） Quant il a dite ceste parole, il se taist, et maintenant conmence la
criee aprés lui, si grans qu’ ele n’avoit mais hui si grans esté.
＝aussi grand「（お触れの声が）非常に大きいので，それは今までこ
５７副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
れほど大きくはなかった〉今日最大」
（9）のひとつ目の si grans は直後の que P（結果節）と呼応している。si は
「それほど」という意味で，後続の que P を照応し，「P という結果を導くほ
ど」の意に解釈できる。Godefroy や Greimas には très という訳がみられる
が，本稿では〈SI adj./adv. . . . QUE P〉の SI は何らかの照応機能を保持し
ているという立場を取る。ふたつ目の si grans（P の中）は，現仏語の否定
文中で aussi に代わる si というのがあるが，我々のテキストでも否定文中で
よく見られる，AUSI に通じる用法（「今耳にしているのと同じくらいまで」〉
「それほど」）である。
以上，単独の副詞 ENSI, AUSI はそれぞれ独自の働きをもっていること，
単独の副詞 SI は ainsi, de cette manière という，ENSI と共通する働きをも
つ一方，AUSI とも共通する働きをもつことを確認した。
次に，副詞の ENSI, AUSI, SI が COM を従える用法を大きくふたつに分
け，2．では ENSI, AUSI, SI と COM の間に何らかの語（群）が存在する分
離型を，3．では ENSI, AUSI, SI の直後に COM を従える隣接型を観察す
る。
2．分離型 ENSI/AUSI/SI＋X＋COM P
本稿では ENSI, AUSI, SI と COM の間の要素を X とする。この組み合わ
せは頻繁に見られる。まずは X に注目しながら 2. 1．でそれぞれの用法を確
認し，次いで 2. 2．で「ENSI と SI」，「AUSI と SI」の比較をする。
2. 1. ENSI/AUSI/SI＋X＋COM P それぞれ
分離型の P は節が主である（非節の例は見つかっていない）。ちなみに次章
で扱う隣接型では P は非節と節の両方が見られる。
５８ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
2. 1. 1. ENSI X COM P
ENSI と COM の間の X としては，動詞（単純時制），動詞（複合時制）の
過去分詞，過去分詞（形容詞的），現在分詞（まれ），前置詞句，ごくまれに形
容詞，副詞が見られる。ENSI は X にかかる。ENSI は前方照応あるいは照
応対象が前方になければ後方。前方照応のばあい，COM P は照応対象の補足
と考えられる。
ENSI がかかるもの，つまり X が主動詞（述部）か否かによって大きくふ
たつのグループに分けることができる。
① X が主動詞（あるいはその過去分詞）つまり事行・述部。
（11）se uns autres cevaliers ki ne fust de vostre renommee nous eüst




（12）En cele meïsmes saison que ches letres furent ensi aportees com




（13）vous en avés dite la verité. Ensi fu il com vous dites.「彼は汝が言
う通りだった」先行文脈をたどっても前方には「汝が言った内容」が
示されていないので，後方の COM P を照応。
（14）si le quide tout maintenant jeter a tere, mais il nel puet mie ensi
faire com il quide：「彼は，そのように（つまり）自分が考える（＝
思う）ように，それをする（＝jeter a tere 地面に倒す）ことができ
ない」前方照応
② X が主動詞でない。
ENSI は X にかかる。X には状態を表す過去分詞 armé（s）, navré（s）,
５９副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
monté（s）や過去分詞ではないが類似の状態を表す句 a ceval, a pié 等がほと
んどで，形容詞（18）や副詞の例はごく稀である。〈ENSI X COM P〉全体が
さらに主文の主体（15, 16）あるいは対象（17）や事行の様態補語を構成して
いる。
（15）Et ensi navrés com il estoit se parti il du paveillon，「このように
負傷した状態で」navrés の −s は主格・単数の −s で主語の il に一致
している。
（16）il se conmenche a reposer tout ensi a ceval com il estoit；「この
ように馬に乗った状態で」＞「．．．のまま」
（17）«U vous monterés, u je vous ferrai tout orendroit ensi a pié com
vous estes!»「このように徒歩の状態の汝を」
（18）Ele jete adonc un cri mout dolereus et se veut lanchier hors du lit
toute ensi nue com ele estoit.「（彼女は）このように裸の状態で／
裸のまま」







①，②とも，ENSI は照応機能をもち仕方（様態）を表すという ENSI 自
体の働きを保持している。
2. 1. 2. AUSI X COM P
前章で述べたように AUSI は共通点（類似）の標なので，AUSI X COM P
の構文においても 2つの réalités（A, B とする）の比較が前提としてある。
つまりこの構文は同等比較そのものである。比較級の中で，優等比較と劣等比
較に関してはわれわれのテキストでも比較の対象を導入するのには QUE が用
６０ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
いられているが（6），同等比較に関しては COM が主流である。
A と B が節か名詞句かによって，図式は 2通り考えられる：①A, B が節の
ばあい「A ausi X com B」，②A, B が名詞句のばあい「X, ausi A com B」。




① A ausi X com B
（19）A celui point reconmenche la criee ausi grans com ele avoit hui
mais esté, A : a celui point「そのとき」と B : hui mais「今日それ
まで」の共通点は「（お触れの）声の大きさ」
（20）Vous avés veü cestui afaire ausi bien com je le vi,
A : vous voir ceste afaire と B : je le voir の共通点は bien
（21）en tout le roiaume de Logres, a mon escient, ne porroit on pas
trouver un ausi boin cevalier com il est.
A : un（cevalier）と B : il の共通点は boin cevalier であること。
この構文のヴァリアント（異型）として〈A ausi X com se B〉がある
が，〈A si X com se B〉と競合するので，後述する。
② X, ausi A com B
次例のように事行主体の言い換えに用いられている（3例中 3例とも）。
（22）atant es vous que a Tyntajol conmencent a venir et un et autre,
ausi li povre com li riche, li conte et li baron, li chevalier et li
bourgois et li vilain.「貧者も金持ちも」
2. 1. 3. SI X COM P（8）
前章で SI adv. には大きく分けて事行の様態と量副詞という 2つの機能が
あることを確認した。ここでも単独用法に準じて SI の働きは 2つに分けるこ
とができる。
① SI adv. の意味が ainsi, de cette manière. SI がかかる X は，ENSI②
６１副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
と同じく，過去分詞や述部の一部（a pié, a ceval, armé, navré 等）であるこ
とが多い。
（23）Et quant il fu a la fontainne, si em but et s’endormi delés, si ves-
tus com il estoit.「その服装で，のまま」この文の直前に，正気を失
ったランスロに新騎士が自分の服を与えるという記述がある（24,
25）。
（24）Et quant il fu venus a lui, si li donna sa robe et li fist vestir
devant soi. Et quant Lanselos ot vestue la robe a celui chevalier,
（25）Et quant li rois le vit en cele robe si bel home,
したがって（23）の si は ainsi の意味で，前方照応。したがって単に「服を
きたまま（cf. et se gisoit en son lit tous vestus）」ではなく，「そのような
服装で，のまま」という意味になる。




（26）Est ele si bele com maintes gens vont disant?
「彼女は多くの人々が言っているほど美しいか？」後方照応
（27）Et quant il l’a auques regardee, il dist（. . .）k’il ne vit onques mais
a nul jour de sa vie dame si bele com ceste est.「この婦人がそうで
あるほど」後方照応
（28）car il ne haoit home si mortelment com il faisoit celui，「彼は，彼
がこの者を憎んでいたほどひどく，人を恨まない」後方照応
これらの SI は AUSI 同様後方照応で，比較級の AUSI . . . COM に通じる
働きである。疑問文，否定文の中で AUSI ではなく SI が用いられていると考
えられる。
このように〈SI X COM P〉には〈ENSI X COM P〉と類似の働きと，〈AUSI
X COM P〉と類似の働きがあることが明らかである。次に，このことを一層
６２ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
明確に示す例を集めて，〈SI X COM P〉が〈ENSI X COM P〉と〈AUSI X
COM P〉の両方と競合していることを示す。
2. 2. ENSI/ AUSI/ SI＋X＋COM P 間の比較
SI が 2つの意味のうちのどちらであるかは P の内容によって決まる。たと
えば P の事行主体が主文の事行主体と同一なら ENSI の意味，違うなら
AUSI の意味である。
2. 2. 1. SI と ENSI の競合
比較を容易にするため SI と ENSI 以外（太字）は同じという例を挙げる。
（29 a）Et quant il orent mis a la mort tous ciaus qu’il trouverent, il des-
cendirent jus et et se mirent en la vile, si armé com il
estoient, et mirent le fu de toutes pars,「武装したまま，町に入
った」
（29 b）Si lour dit quel part Boors et Perceval le vont querre ensi armé
conme il estoient.「武装したまま，彼を探しに行く」
（29 c） il font lour hiaumes oster au plus tost k’il onques pueent, et puis
se vont entrebaisier, tout ensi armé com il estoient, et s’en-
tracolent,「（双方とも）武装したまま，接吻し，抱き合う」
（29 a），（29 b），（29 c）のゴチック部分は全く同じ意味を表す。文中での働
きも同じ（述部にかかる様態補語）である。
ちなみに ausi だと 2つの réalités が意識されるので，意味が異なる。
（30）se tu fuisses ausi armés com je sui, si m’aït Diex, je croi que je
te meïsse a la mort se tu ne te peüsses desfendre.「もし汝が，今の
私と同じように，武装していたら」
2. 2. 2. SI と AUSI の競合
〈SI X COM P〉において，A と B という比較の対象が存在するとき（〈A si
X com B〉），この SI は同等比較の AUSI の用法に通じる。（31）ではひとつ
の文の中で，si と ausi が並んで，同じ価値で用いられている。
６３副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
（31）Chil des cretiaus, ki la bataille regardoient, quant il l’ont une
grant piece regardee et il voient le contenement Lanselot, l’aspre-
che qui en lui estoit et la vistece et il voient d’autre part le con-
tenement des. IIII. cevaliers, il dient tout apertement k’il ne virent
onques mais a nul jour un si preudome n’ausi boin cevalier com
chis est.「この者（ランスロ）ほど立派な人を，また同じくらいよき
騎士を彼らはこれまで見たことがない」
（32 a）（. . .）cil de la s’em partirent si traveillié que je ne croi pas k’il vi-
engnent demain si matin en la place com il firent hui.「私は思わ
ない，彼らが明日も今日と同じくらい早朝に来るとは」
（32 b）Sire, quant vous partistes vous de Persidés? −−−Mout matin, ce
dist mesire Tristrans, pres ausi matin com vous meïsmes
fesistes.「ほぼあなたと同じくらい早朝に」
同等比較の〈A ausi/ si X com B〉の異型として〈A ausi/ si X com se B〉
が存在する。このタイプの AUSI も SI も生起数は多い。前者（COM のみ）
の B の動詞が直説法で現実の事態を表すのに対し，後者（COM SE）の動詞
は接続法（まれに直説法半過去形）が多く，非現実の事態を表す。接続法とと
もに SE が非現実の標で，比較の対象が現実の事態ではなく非現実の事態と
いうことになる。SI も AUSI も後方（＝COM P）を照応する。ENSI COM
SE の生起例はゼロ。
（33 a）Li chevaliers venoit si grant oirre toute la valee com se tous li
mondes le cachast.
（33 b）ains venoit au ferir des esperons ausi grant oirre com se tous li
mondes le cachast a mort.
次章で触れるが，隣接型では ausi com se はあるが，si com se はない。
以上，分離型における接続詞 COM の働きは，ENSI, SI, AUSI のどの場
合においても，COM の 4つの働き（temps, cencession, coordonnance, com-
paratif（Greimas））の内の comparatif である。ENSI は前章同様，照応を
６４ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
伴って事行（述部）の様態を表し，AUSI は 2つの réalités の比較（＝同等
比較）を，第 3の SI は ENSI と同じ用法もあれば，特に否定文や疑問文中で
は AUSI と同じ働きをする。





ENSI COM の後の非節は非常にまれで，ENSI COM 535件のうち，次の
1例（名詞句）のみである。結論から言うと，（34）は ENSI COM 隣接型で
はない。
（34）il dist ensi conme hom desconfortés : «. . .




ensi と conme が一体であるなら「様態」にしか解釈できず「当惑した者のよ
うに」という意味になって，当惑していることが事実であることが伝わらな
い。したがって ensi と conme は一体ではなく，ensi は dist にかかり「次の
ように／こう言った『．．．』」の意味で，conme hom desconfortés は「当惑し
た者として」，合わせて「当惑してこう言った『．．．』」と解釈するのが自然で
あろう。
この唯一の例の ENSI と COM が一体ではないことから，「ENSI COM 非
節」はわれわれのテキストには存在しないといえる。
AUSI COM の後の非節の構成要素は過去分詞，現在分詞，名詞（句），前
６５副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
置詞句，副詞等，種類も生起数も多い（AUSI COM 403 occ. 中，非節は 210
occ（52％）; 節 144 occ（36％）; AUSI COM SE 49 occ.（12％））。純粋の形
容詞がないことは注目に値する。ausi conme mors/ espargnant/ em plou-
rant/ l’or fin/ une foudre/ cevalier mort/ chil（ki/ ke）/ pour mort（tenir～
pour）/ a desconfiture（mener～a）/ par desdaing/ em boin eür, devant, etc.
（35 a）il gist a tere conme mors.「死んだように」（死んではいない）
（35 b）ains gist illuec ausi conme mors ; .「死んだように」
cf.〈si COM mors/ mort〉は存在しない。
（35 c）qui chi gist mors?「死んで横たわっている」
上の例（35 a～c）が示すように，P が（主語や目的補語の）補語のとき
（AUSI）COM の有無は，二次的に P が現実か非現実かに関係する。しかし
P が状況補語のときは現実・非現実は関与しない（36）。したがって，COM
自体の働き（比較と類似）は（35 a, b），（36）ともに同じであるが，COM が
文のどの要素に関係するかで意味効果が異なるということである。
（36）si reconmence a ferir en l’escu ausi conme devant.「前と同じよう
に」ちなみに〈COM devant〉も〈SI COM devant〉も生起例はない
が，〈COM il fesoit/ estoit devant〉はある。
SI COM の後の非節の構成要素は de inf.，de 名詞句，代名詞 cil 等で，
AUSI のばあいと比べるとかなり制限がある（SI COM 260 occ. 中，非節×14
occ.＝5.4％）。
〈SI COM＋非節〉は，文中で比喩や例示の役割を果たすことがある。比喩
（37）は AUSI COM にも見られるが，「例示」は〈SI COM 非節〉独自の用
法である（38 b, 39）。もともと COM 自体にその用法は存在する（38 a）。
（37）Si en orent mout grant joie et firent grant feste a Galaad, si
conme a l’ome qu’il tenoient a signeur.「主人であるとみなしている
人に対してであると同じに，あるかのごとく」比喩
（38 a）S’il ensi l’ocioit, ce seroit la greigneur noiienté et la graindre
felonnie, si com il dist, que chevaliers peüst faire com de metre
６６ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起




（38 b）pour la merveille k’il faisoit d’armes, si com de ferir et de battre
「彼の武勲，たとえば打ったり戦ったり」
（39）Et il faisoient adonc porter avoec aus tout ce que besoins lour
estoit a cel matin, si conme de viande.「彼らに必要な物すべて，た
とえば食料」
3. 1. 2.「SI COM＋非節」と「AUSI COM＋非節」の競合





（40 a）Il s’estoit adonc partis de Tyntajol si com a grant besoing, car
（. . .）.
（40 b）Et on l’avoit fait savoir a Dynas, et pour ce s’estoit il partis de
Tyntajol ausi com a besoing un poi devant la mienuit.
*besoing＝affaire, nécessité, lutte, combat
頻繁に見られるものに〈SI COM CIL KI〉と〈AUSI COM CIL KI〉があ
る。〈ENSI COM CIL KI〉は存在しないので，〈COM CIL KI〉，〈SI COM CIL
KI〉，〈AUSI COM CIL KI〉を比較する。
CIL 自体は「同定」の機能を持たない。現代語なら celui qui が＝l’homme,
la femme, toute personne qui で言い換えられるように，古仏語でも CIL は
特定の人やものを指さない。
（41 a）Mout lour donne grans caus conme chil qui de grant force
estoit.
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（41 b）Quant Blyoblerys voit que jouster le couvient encore, il ne refuse
pas la jouste, si conme chil ki mout estoit de grant force, ains





（42）Et Kahedins, ki encore ne connissoit mie tres bien u il estoit ar-
rivés, com cil ki piecha mais n’avoit esté u roiaume de Logres,
parole as maronniers et lour dist : «Signeur, u sommes nous ar-
rivé? Conment a a non cis païs u nous sommes?「久しく L. 王国に
は来ていなかったので，どこに着いたのかまだよくわからなかった」
それに対し，〈AUSI COM CIL KI〉は，やはり AUSI の存在が標となって
いるように，ここでも 2つの事態の比較と類似性が中心である。
（43）Je faisoie ausi com chil ki aloit querant les poissons de la mer
par les praeries et par les hautes montaingnes.「野や山で魚を探す
者と同じように，私は（トリスタンを見当違いの場所で）探してい
た」
（44）car ce est ausi conme cil qui fait drecier sour mauvais fonde-
ment une tour fort et haute ; si l’en avient ensi que quant il a une
piece maçonné que tout ciet en un mont.「これは，悪い（＝脆弱な）
土台の上に堅牢で高い塔を建てさせる者と同じであって，しばらく石
を積むとすべて崩れ落ちるということが（彼に）起こる」
このように P が CIL KI のとき，〈COM CIL KI〉と〈SI COM CIL KI〉




６８ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
3. 2. COM＋P（節）
AUSI COM, ENSI COM, SI COM の 3つとも「節」を従える構文が多数
存在する。節を従えるので，接続詞句ということになる。
接続詞の COM にはもともと temps, concession, coordonnance, comparatif
の意味がある（Greimas）。前章の分離型の COM はすべて comparatif の意
味であるが，本節の隣接型の COM は必ずしも comparatif とは限らない。
temps（＝quand）の例も見られる。
以下，まず「時」の用法を検討し，ついで「比較」を見る。
3. 2. 1.「時」の ENSI COM, SI COM
もともと COM には時況補語を導く働きがある。
（45）Au soir, com il devoient mengier, avint que uns esquiers vint




この用法は ENSI COM と SI COM にも見られる。AUSI COM にはない。
（46 a）92. Ensi conme les dames parloient en tele maniere conme je
vous conte, lors entra en la sale une damoisele,「A：奥方たちが
話していた，B：そのときひとりの乙女が入ってきた」
（46 b）Si conme il estoit descendus por soi reposer, et avoit son ceval
atacié a un arbre, et il se reposoit desous celui arbre, atant es
vous un cevalier issir armé de toutes armes, *es vous＝voilà
「A：彼は（馬を降り，木に馬をくくりつけ）その木の下で休んでい
た，B：その時（突然）完全武装した騎士が一人出てきた」
主節の頭で時の副詞 lors（46 a）や atant（46 b）が ensi com P/ si com P を
受けなおしている（quant . . . si のような係り結びは古仏語の特色である）こ
とからも（46 a），（46 b）の ENSI COM P と SI COM P が時の補語である
ことが明らかである。
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このように ENSI COM P/ SI COM P が時補語となるときは，主節 Q に先
行し，P の事行が半過去（未完了）形で，Q の事行が単純過去（完了）形で
あることが多い。P も単純過去の時は「時の意味」にはならない（47）。
（47）Et ensi conme li rois Artus le fist metre en escrit, le vit on puis
avenir，「アーサー王がそれを書かせたとおりに，人はその後それが
起こるのを見た」
つまり COM が多義であるのと同じく，ENSI COM/ SI COM も多義で，
「時」の意味を保障するのは主節に対するその位置と時制（未完了過去＋完了
過去の組み合わせ）である。
3. 2. 2. 比較の ENSI COM, SI COM, AUSI COM
比較の用法では，SI COM は ENSI COM とも，AUSI COM とも競合す
る．
3. 2. 2. 1. SI COM と ENSI COM の競合
（48）では SI COM が主文の頭の ensi によって，（49）では ENSI COM
が ensi によってその働きを保障されている。つまり，SI COM も ENSI COM
も同じ様態補語の働きをしている。
（48）mais si conme li boins sergans deffent bien la querele de son
signeur contre celui qui a tort l’apele, biaus Sire Diex, ensi me
donnés pooir que je puisse desfendre m’ame，（ . . .）, encontre
l’Anemi qui a tort me veut avoir.
（49）Ensi com Persidés le conmande, ensi le font li vallet.
（50）ではひとつの文の中で SI COM P も ENSI COM P も様態補語として
主動詞の repensera にかかっている。
（50）et si tost com il l’ara jus mise, il repensera si com il avra
acoustumé, ensi conme natureus hom doit faire.「彼がいつもする
ことになるように，誠実な人がしなければならないように」
さらに，P の動詞が発言動詞（dire, deviser, conter, conmander, etc.）や
認知動詞（penser, cuidier, savoir, croire, sembler），知覚動詞（voir, oïr,
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etc.）のばあいに，SI COM と ENSI COM の競合が多く見られる。
（51）«Signeur, fait il as cevaliers qui avoeuc lui estoient venu pour cele
acoison conme je vous ai conté,（. . .）》「お話したように」
（52）Ensi conme je vous ai conté demoura laiens mesire Tristans .
III. mois（. . .）
（51）のように COM だけで「私が述べたように」という意味を表すので，た
とえば（52）のばあい ENSI が先行文脈を受け，COM P とは別物であると
いう解釈も考えられるかもしれないが，次のような例を見ると ENSI/SI と
COM P は一体であると考えられる。
（53 a）En tel maniere demoura mesire Tristrans avoec madame la
roïne, si conme je vous ai dit, mais il se departi de la Joiouse
Garde pour delivrer Palamidés.「このように T. は王妃ととどまっ
た，私がお話ししたように」
（53 b）Madame, ensi conme je vous di, se vait celant mesire Tris-
trans en quel que lieu que aventure le porte.
（51）～（53）は挿入的であり，固定的表現（決まり文句）といえるくらい頻繁
に見られる（たとえば SI COM のばあい 166 occ./260 occ＝64％）。
上記以外の動詞にも同じ現象が見られる。
（54 a）Et se tu me veus faillir de ce, aille si conme aler porra.
（54 b）Or voist des ore mais ensi com il aler porra!
（55 a）Et trespassoient par mi le castel si conme aventure les
menoit.
（55 b）133. Helain cevauce le cemin ensi conme aventure le mainne,
このような隣接型における SI や ENSI は，照応よりも，COM P が主文の
様態補語であることの標として機能している。
上に挙げた動詞でも AUSI COM と共起することがたまにあるが，そのばあ
いかならず 2 つの réalités を伴い，意味が異なるので ENSI COM や SI
COM と競合しているとはいえない。まず，AUSI COM と dire の共起は 1例
７１副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
しかない（56）。
（56）Celui hermite, ausi con je vous ai dit des pastors, aloit il veoir
souvent，「羊飼いたちについてお話したように，彼はしばしばこの隠
者にも会いに行った」
（57）Si verrés k’il nous avenra ausi com nous avom veü de vous.»
（58）Et quant il a assés demouré en cel penser, il s’en va tresques a son
escu et se couce desus, et illuec conmence a penser, ausi conme il
avoit fait autre fois.
（59）Et tout ausi com aventure avoit aporté Lanselot a cele fon-
tainne, ausi i avoit aventure aporté Palamidés.「偶然が L. を泉に
導いたのと全く同じく，偶然が P. をそこに連れて行った」（上例（55
a, b）参照）
3. 2. 2. 2. SI COM と AUSI COM の競合
AUSI COM は基本的に 2つの réalités の比較を前提とする。
（60）Et si i a autre raison, que tout ausi conme en cest escu ont esté
maintes merveilles avenues, greigneurs que autres, tout ausi verra
on plus merveilleuses prouesces et plus hautes en celui chevalier




したがって SI COM において 2つの réalités がみとめられるとき，SI は
AUSI と同義であると考えることができる。これを裏付ける例もある（61,
62）。
（61 a）Palamides,（. . .）, demeure sour la fontainne et cante ades si
com il faisoit devant.「A : P. は今歌う，B：以前そうしていた
（ように）」
（61 b）nous irom querant aventures, ausi com nous faisiom devant,
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（62 a）Ne onques a mon escient ne fut d’Amours mesceans nus hom si
com je sui ne jamais ne sera!「A：これまで誰も不幸ではなかっ
た，B：私が不幸である（のと同じくらい）」
（62 b）car il est compains de la Table Reonde, ausi com je sui.
3. 3. ENSI と AUSI の混同
これまで見てきたように，SI は ENSI とも AUSI とも競合し得るが，ENSI
と AUSI はそれぞれ独自の役割を持ち，分担が明確である。しかし，次のよ
うな区別がつかない例も，稀ではあるが，存在する。
（63）je, mesire Tristrans, vostres cevaliers, vostres hom liges et vostres
sers, vous salu conme ma dame et vous envoi mon brief en lieu de
mon cors. Et tout ensi conme la tere sece, hastee de trop grand
caleur, se reconforte et revient de la pluie quant Dex li envoie et
du boin tans quant ele l’a, et rent fruit et vient en vredour dont li
sourvenant s’esjoïssent, et tout ausi conme li oisel laissent en
yver lour chant pour le froit et pour le mal tans et sont ausi conme
mort en cele saison, et－quant Diex renvoie le bel et la douce sai-
son d’esté dont toute riens vient a verdure qui a en soi vive nature
－il conmencent adont lor chant et se retraient tout a joie, et ausi
conme s’il fuissent venu de mort a vie, ma dame ciere, tout







全体の構文は〈従節 tout ensi conme P 1, et tout ausi conme P 2，主節 tout
７３副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
autresi Q〉，「P 1のように，そして P 2のように，それとまったく同じく Q」
である。主節がひとつで，先行従属節 tout ensi conme P 1 と tout ausi
conme P 2の両方を受けているが，主節により近い tout ausi conme と呼応
して主節の頭は tout autresi で始まっている。
このような ensi と ausi の混同例は，我々のテキストでは非常に珍である
が，P の動詞によっては ENSI COM, SI COM, AUSI COM 間の区別がはっ
きりしないことがある。たとえば次に挙げる devoir＋inf. がそうである。de-
voir は義務を表すので，P の事態は「模範・典型」に解釈できる。典型・模
範をひとつの réalité B ととらえることも，「しかた」の模範ととらえること
も可能である。
次の（64 a）は単独の COM で，P の解釈の可能性はひとつではない。
（64 a） vous voel je servir et hounerer chaiens conme cevaliers es-





ENSI, SI, AUSI がつくと，理由解釈が排除される。
（64 b）vous requier je et pri, si conme cevaliers doit priier autre, que
vous me diés vostre non，「騎士は人に何か頼むときこんな風にし
なければならない，そのように私はあなたに求め頼む，私にあなた
の名前を言ってくれと」
（64 c）Et il respont et dist qu’il sont de la maison le roi Artu et vont
cerquier aventure ensi conme cevalier errant doivent faire.
P を「放浪の騎士は冒険を求めなければならない」と解釈すると，il が放浪の
騎士でないなら，「放浪の騎士と同じように」という意味になり，ensi conme
は AUSI COM の用法に通じる。il が放浪の騎士なら理由解釈に通じ，ENSI
の存在が邪魔になる。実際には il は放浪の騎士なので，「放浪の騎士が冒険を
７４ 副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
求める時はこんな風にするべきだ，そんな風に彼らは冒険を求めている」とい
う解釈になる。しかし（65 a）は両方の解釈が可能である。
（65 a）et li priia qu’il le regardast en tel maniere qu’il ne caïst par
tentacion du diable en male pensee, mais ensi conme li peres










このように（65 a, b）では ENSI と AUSI の区別が明確でない。
ま と め
AUSI は分離型でも隣接型でも 2つの réalirés が前提となっていること，
また ENSI と AUSI はそれぞれ異なる機能を持っているのに対し，SI adv.
は ENSI とも AUSI とも競合していることを例の観察によって確認した。
分離型と隣接型の関係については，ENSI, SI, AUSI が直接かかるものがあ
れば分離型，なければ隣接型である。ENSI のばあい，動詞の過去分詞（たと
えば ourent ensi juré com . . .）にかかるので隣接型でもよさそう思われると
きでも，ENSI が前方を照応するときは分離型が多い。つまり，分離型の
ENSI や SI は前方照応の機能を果たしており，事行に先行しているのには意
味があるといえる。
それに対し，隣接型では，たとえば〈ENSI COM P〉という塊で何かにか
７５副詞 ensi, ausi, si と COM の共起
かる，つまり文要素としての働きをもつことになるので，ENSI の働きは照応
よりむしろ，様態の方が主になる。ただし，ENSI COM P と SI COM P は，
文頭にあって P の時制が半過去形，主節の時制が単純過去や複合時制の過去
の場合，時補語となる。ENSI COM に関しては，文頭にあっても tout がつ
いて tout ENSI COM P であれば，時ではなく ENSI の本来の働きである
「様態」が tout によって強調され，様態補語として働く。AUSI COM P は文
頭にあっても，時況補語となることはない。AUSI を強調する tout AUSI
COM もよく使われるが，tout SI COM は存在しない。
「時補語」を表すのに COM がなぜ ENSI や SI を伴うのかは未解決であ
る。今後の課題とする。
注
⑴ si はラテン語の sic（＝ainsi, de cette manière）に由来し，ausi はラテン語の al
（＝autre chose）と sic の合成というのは定説になっている。ensi はラテン語の
in sic に由来するという説（Bonnard, Régnier）や，肯定の si の前に ainz がつ
いたものという説（Greimas）等があり，確かではない。
⑵ tant adj. adv. もかなり頻繁に見られるが，このばあいの tant と si では違いが
ないというのが定説である。〈tant biau cevalier com il estoit.〉，〈si biau cheva-
lier et si grant com il estoit,〉
⑶ 必ずしも ENSI の文中での位置とは無関係。«Biaus sire, je n’ai ore nule vo-
lenté de jouster，（中略）. −−−Et je vous en claim cuite, fait Gaheriés, puis que
vous la jouste refusés ensi. このように文末にあっても前方照応である。
⑷ réalité は Ménard の用語（p.228）
⑸ A vous n’apartient de riens se nous faisom doel u joie. −En non Dieu, damoi-
sele, fait il, si fait, car（. . .）「貴方には関係ない」「否ある」
⑹ 優等比較級の例：je cuit que vous le desfendrés encore hui mout plus mau-
vaisement que vous ne quidiés!
⑺ il m’en est ausi avenu com a chelui qui ne voit goute は①の構文であるが，
普通の同等比較の文ではない。共通点が事態で，A, B は me と a chelui なので，
②の構文の方が良いのではと思われる文である。A : me「私に」と B : a chelui
qui ne voit goute「全く目の見えない人に」の共通点 X は en est avenu「それ
が起こった」。①の構文の方が圧倒的に多数なので，このような文も受容される
のであろう。
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⑻ car hui mais ne fu si espoentés com il est ore. COM P は si「それほど」の内
容を表す（「今（そうである）ほど恐れたことはかつてなかった」）ので，同等比
較（否定文）である。それに対し，Lors est li ostes si espoentés qu’il ne set qu’il
doie dire：の que P は結果を表す。そこから「それほど（P という結果を導く
ほど）恐れた」という解釈ができる。
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